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医療安全・院内感染対策研修会参加記録 

[研修会実施日]      平成 21 年 5月 22 日 （金）  

[研修会場]         大手町平和ビル 5Ｆ大会議室 

[参加者] 

 

[感想・意見など] 

 

研修会報告（サマリー） 

【1】 医療安全「共有すべき医療事故」  

  医療機関の第三者評価を行う日本医療機能評価機構がまとめた内容の紹介をされま 

した。浣腸時の直腸穿孔、湯たんぼによる熱傷、処方の解釈違いによる薬剤量間違い、 

インスリン含有量・単位の誤認による過剰投与、 類似名称による薬剤の取り違え、輸血 

時の最終確認もれによる誤投与、入浴介助時の熱傷事例をあげられ説明されました。 

また、経験年数1年以内の医師、看護師による事故がヒヤリハットも含め多いとのこと。 

【2】 院内感染対策「結核菌」 

 国別の新規患者数は、先進国の中では日本が多いことがよくわかりました。 

予防法から感染症法(2類感染症) に改定されたことや、 症状、 ハイリスクについての 

説明を受けました。 

検査に関しては、検査法ごとの長所・短所、報告日数、検査フローについて、また感 

染管理に関しては、標準予防策(ス夕ンダードプレコーション)を基本に、結核の場合、 

空気感染予防策に準じた感染管理を行うなど病室管理・患者の処置・医療従事者外来患 

者の対策について、さらに接触者対策では、検査の選び方、クオンティフェロン、ツベ 

ルクリン反応の違い、 検査の流れについて説明を受けました。 
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